
CS様式３

令和４年１１月２４日

第２回 学校運営協議会 記録

学校名 増 田 小学校

開催日時・時間・場所 令和４年１１月２２日（火）・９:４０～１２:００・会議室他

出席者数 １３名 欠席者数 １名

協議案件

（１）前期の教育活動の実施状況
①学校評価から ②地域協働活動の取組の様子から

（２）令和４年度の「梵天活動」について
（３）持続可能な見守り活動について
（４）その他

協議の主な内容

（１）前期の教育活動の実施状況 別添 資料参照
◎各学年総合的な学習の時間等を中心として、地域の方々への協力を得て、
実践活動をしていることを認めていただいた。

◎これまでの活動の中に、第１回目の協議会で出された要望（例えば、自然
とふれあえる活動をしてほしい）を反映した活動が取り入れられている。

（２）令和４年度の「梵天活動」について 別添 資料参照
◎昨年度のＣＳを受けて、今年度は部活動として梵天活動を継承していく。
部活動の時に地域の方に協力を得る。また、ミニ梵天づくりなどで協力を
得ることにした。

○伝統文化を伝えるための持続可能な取組を、中学校と連携を取り入れなが
ら進められるとよいという意見が出された。

（３）持続可能な見守り活動について 別添 資料参照
○▲時間を見付けて、見守り活動をされてきた方々や地域局の方々から情報

収集をしていくことになった。
（４）その他
○社会福祉協議会の会議「支えあいますだねっと」で話題になったことの報
告があり、地域と協働して防災活動の取組ができないか、検討していくこ
とになった。

「◎これまでの取り組みを継続し、すぐに実践につなげられること 」

「○継続協議が必要だが、今後、実践につなげられそうなこと」

「▲時間をかけて慎重に協議をしなければならないこと」

「●実践を見送ることにしたこと」等に分けて、簡潔に記入してください。


